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【定期総会】
当工業会の第42回定期総会が5月15日（金）ロイ

ヤルホールヨコハマ4階「エリゼの間」で開催さ
れました。
総会は定刻の午後2時に山根理事の司会によ

り、出席者が定足数を満たし総会が成立するこ
との報告があり、清水副会長の開会の辞により
開会しました。
議事に先立ち、川本会長は挨拶の中で、「昨今

の景況感ですが、去る3月の日銀の短観によりま
すと、これまで日本経済を牽引してきた大企業
の製造業のDI指数、これは景況感を示す景気動
向指数ですが、そのDI指数がマイナス58ポイン
トということでありました。これは、第1次オイ
ルショックの1975年5月の時点でマイナス57ポイ
ントが記録されましたが、これを下回る大幅な
下落で、1974年5月以降の統計開始以来最悪の数
字となっております。そして、昨日の建設物価
調査会の発表した民間設備投資動向調査の結果
によりますと、この09年第一四半期の設備投資
は、前年同期28.8パーセントの減少を示したと
いうことで、これは、世界的な経済危機が顕在
化した08年度の第二四半期から4期連続の減少と
なり、04年度から最大のマイナス幅で、民間設
備投資の減少に歯止めがかかっていない状況が
続いております。まさに私ども業界を取り巻く

環境も景気の後退直面に入り、なおかつ、今後
も下落傾向が続き長期化、深刻化する恐れが高
まっており、予断を許さない状況にあります」
と述べられ、続けて「しかしながら、単に大変
だ、大変だということだけではいいとは思いま
せん。新年の式典でも触れさせていただきまし
たが、こういった時期だからこそ、私どもは各
会員企業のより一層の経営体質の強化を業界と
して目指していき、そして、より一層のコンプ
ライアンスの浸透を図り、社会的責任を意識し
た行動に徹し、適正工期を確保し、片務性の是
正を目指し、品質確保と適正価格での受注に努
める必要があると思います」と述べられ、さら
に続けて「私達は、常日頃から額に汗して社会
資本の整備を通し、地域に、そして、社会に貢
献をしてきた業界団体と自負をしております。
そして、その自信と誇りを持って自らが主体的
に能動的にそして、積極的に業界としてあるべ
き姿をこれからも考えていかなければならない
と強く感じているところであります。
例えば、CO2の排出削減等、世界の喫緊の課

題である環境保全問題に一番かかわりのある業
界団体として、地域に、社会に貢献していく使
命が我々にはあるということは皆様方ご承知の
とおりです。そうした中、昨年度我々は、環境

第42回定期総会

川本会長　挨拶
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宣言を発信させていただきました。本年度は、
一般への啓蒙活動をより推進させていきたいと
考えております。そして、そうした行動を通し
て、工業会の社会的認知を一層高め、業界とし
ての確固たる地位を確立してまいりたいと思い
ます」と述べられ、最後に「先日私の懇意にし
ている先生にお話を伺ったのですが、マリナー
ズのイチロー選手は8年連続で200本安打の偉業
を達成しましたが、これは、27歳から34歳の8年
間で達成されたもので、年齢的にも油の乗り切
った時期で、35歳を過ぎると目や足の衰えが起
こってしまい、35歳以降はイチローといえども
苦労をすることは想像できるとおっしゃってお
りました。ただ、イチロー選手の場合は、性格
的にも一番楽しい時期を迎えているはずだ。そ
して、困難と思っていない。チャレンジ精神を
持っている。そういう意味で、労を惜しまずや
っているけれど苦を感じたことはないはずだ。
困難を楽しんでいるというか前向きの姿勢を持
ってプレーをしている。その結果が今年も期待
できるのではないかと話しをされました。我々
も大変厳しい景況感の真っ只中にあるわけです
が、元気よく前向きに、確実に諸事に取り組ん
でまいりたいと考えておりますので、今後も皆
様方の大きなお力添えを賜りますよう心よりお
願い申し上げますとともに、本日ご参集いただ
きました会員企業の皆様方の益々のご発展とご
健勝をご祈念申し上げます」との挨拶がありま
した。
次に議事に入り、議長に当工業会会長である

川本工業（株）の川本社長を選出し、以下の議案に
ついて各担当役員から提案理由等の説明があり、
逐次審議の結果、全議案が満場一致で可決承認
されました。
議事
第1号議案　平成20年度事業報告について
第2号議案　平成20年度決算報告及び監査報告に

ついて
第3号議案　平成21年度事業計画案について
第4号議案　平成21年度入会金及び会費分担額案

について
第5号議案　平成21年度収支予算案について
第6号議案　総会議決文書中監督官庁の指示によ

る字句の修正に関する付帯決議案に
ついて

第7号議案　役員の選出について
役員の選出については、本年度が改選期に当

たるため、新たに理事21名と監事3名を選任しま
した。（※新任の理事については、後頁の「新役
員紹介」で、プロフィールをご紹介させていた
だきました。）
その後、新役員による第1回理事会を開催し、

川本会長、清水・山本正寿・中村章副会長、大
橋専務理事を選出しました。
この後、総会会場において、新しい正副会長

等が発表され、新会長に再選された川本工業（株）
の川本会長から就任の挨拶がありました。
以上をもってすべての議事を終了し、中村副

会長の閉会の辞により閉会しました。

【表彰式】
総会に引続いて、同会場で、鈴木理事の司会

により、表彰式が行われ、各受彰者に川本会長
から賞状と記念品が贈られました。また、次に
公立工科・工業高等学校現場実習生受入れ事業
所に対する記念品の贈呈と平成20年度の研修見
学会並びに技術研修見学会協力事業所に対する
感謝状の贈呈が行われました。
この後、川本会長から各受彰者の方々に対し

て、祝辞とお礼の言葉があり、最後に受彰者を
代表して、エルゴテック（株）の佐藤正美氏から
「本日は私どもを表彰して頂き、誠にありがとう
ございます。この受彰は、受彰者全員がそれぞ
れの会社において、長年の業務に対し努力をし
てきた結果であると感じております。今後も、
この感激を忘れることなく、業務を通して「地
域社会への貢献」、「今後の業界の発展への貢献」
ができるよう一層精進する所存でございます。」
との謝辞が述べられました。

【懇親会】
定期総会・表彰式等終了後、3階「セレナーデ

の間」で、有井理事の司会により懇親会が行わ
れ、川本会長の開会挨拶の後、顧問の関貞彦元
横浜市会議員、新堀典彦県議会議員からの祝辞
と顧問の菅義偉衆議院議員からの祝電披露に続
き、大須賀相談役の乾杯の発声で祝宴に移り、
正会員、賛助会員等150余名の出席者が懇親を深
め、山本副会長の閉会挨拶をもってお開きとな
りました。
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〔特別功労者表彰〕（役員）

川 本 工 業 株 式 会 社

〔特別功労者表彰〕（小委員会委員）

川 本 工 業 株 式 会 社

〔会員表彰〕

鷹 羽 工 業 株 式 会 社
株 式 会 社 司 工 事
株 式 会 社 ヤ マ ト

〔記念品贈呈〕（平成20年度「公立工科・工業高等学校
現場実習生受入れ」協力会員会社）

川 本 工 業 株 式 会 社
高 砂 熱 学 工 業 株 式 会 社
三 沢 電 機 株 式 会 社
山 本 電 気 水 道 株 式 会 社

〔会員事業所役員表彰〕

熱研プラント工業株式会社

〔会員事業所従業員表彰〕

エ ル ゴ テ ッ ク 株 式 会 社
川 本 工 業 株 式 会 社
川 本 工 業 株 式 会 社
川 本 工 業 株 式 会 社
川 本 工 業 株 式 会 社
川 本 工 業 株 式 会 社
第 一 設 備 工 業 株 式 会 社
ダ イ ダ ン 株 式 会 社
熱研プラント工業株式会社
熱研プラント工業株式会社
熱研プラント工業株式会社
三 沢 電 機 株 式 会 社
三 沢 電 機 株 式 会 社

〔感謝状贈呈〕

（平成20年度「研修見学会」協力事業所）
東芝キヤリア株式会社神奈川支店

（平成20年度「技術研修見学会」協力事業所）
株式会社山武ビルシステムカンパニー横浜支店

川本　守彦

富山　辰也

森部　　等
清田　得司
新井　孝雄

川本　守彦
中 村 　 章
三 澤 　 漸
山本　正寿

佐久間正一

佐 藤 正 美
阿部　　崇
大須賀弘和
押野　和夫
加藤　久貴
近藤　　順
島 田 　 徹
坂井　正志
村山　和男
郡 司 　 博
越 川 　 昭
内 田 　 進
岡 部 　 聡

柏木　久志

杉原　真人

川本工業（株） 川本　守彦氏

熱研プラント工業（株） 佐久間正一氏

熱研プラント工業（株） 越川　昭氏

エルゴテック（株） 佐藤　正美氏
〈代表謝辞〉

川本工業（株） 富山　辰也氏

鷹羽工業（株） 森部　等氏

（株）ヤマト　新井　孝雄氏
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平成21年5月15日（金）開催の第42回定期総会に
おいて、平成21・22年度役員、理事21名、監事3
名が選出され、また、同日開催の新役員による
第1回理事会において、正副会長等が選出されま
した。選出後の新役員の方々は次のとおりです。

会　長　　川本　守彦　　川 本 工 業 （株）

副会長　　清水　利治　 （株）ミノル設備工業

〃　　　山本　正寿　　山本電気水道（株）

〃　　　中村　　章　　高砂熱学工業（株）

専務理事　大橋　康弘 神奈川県空調衛生工業会

理　事　　佐藤　正彦　　正 和 工 業 （株）

〃　　　山根　博正　　山 羽 工 業 （株）

〃　　　築地　正明　 （株） 光 電 社

〃　　　東軒　嘉臣　　熱研プラント工業（株）

〃　　　小堀　　創　　興 和 工 業 （株）

〃　　　有井　　清　 （株）ヨ コ レ イ

〃　　　大内　俊英　　文 化 興 業 （株）

理　事　　鈴木　　守　　日 宝 工 業 （株）

〃　　　中村　憲一　　新菱冷熱工業（株）

〃　　　三澤　　隆　　三 沢 電 機 （株）

〃　　　関　　眞竹　　東 洋 熱 工 業（株）

〃　　　松竹　　眞　 （株）朝 日 工 業 社

〃　　　山本　和夫　　須 賀 工 業 （株）

〃　　　堤　　充永　　三 機 工 業 （株）

〃　　　小畑　　徹　　ダ イ ダ ン （株）

〃　　　石田　　創　　エルゴテック（株）

監　事　　妹尾　義孝　　興 信 工 業 （株）

〃　　　小菅　政義　　東京ガスエネワーク（株）

〃　　　奥津　　勉　　公認会計士・税理士
奥 津 勉 事 務 所

相談役　　大須賀　洋　 （株） 光 電 社

〃　　　五十嵐一喜　　日 宝 工 業 （株）

〃　　　堀口　春雄　　東 海 氣 熱 （株）

平成21・22年度役員及び会長・副会長等選出
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安全委員会では、「第3回石綿取扱い作業従事
者特別教育講習会」を、平成21年2月19日（木）に
万国橋会議センターで55名（12社）の受講者を
対象に開催いたしました。
開講に先立ち、小堀安全委員会副委員長より

挨拶のあと、加藤講師より最近の災害事例、注
意点、対応等について講義が行われました。午
前は石綿の有害性、石綿の使用状況、石綿等の
粉じんの発散を抑制するための措置について講
義が行われ、昼食・休憩をはさみ、午後は保護
具の使用方法、その他石綿等のばく露の防止に
関し必要な事項について講義が行われました。

講義終了後、当日受講した内容を再確認
するうえで受講者全員が石綿取扱い作業に
関する簡単な筆記試験に取り組み、閉講挨
拶のあと、午前と午後の講義をすべて受講
した受講者に対して「特別教育修了証」が
交付され、当日の講習会を終了しました。
なお本講習会には、特別教育用テキスト

「建築物の解体・改修工事等における石綿
障害の予防」、「建築物の解体等に伴う有害
物質等の適切な取扱い」と、特別教育用ビ
デオ「見えない侵入者への危険予知－アス
ベスト・粉じん対策－」、「石綿含有建築物
の解体・改修工事」が使用されました。

第3回石綿取扱い作業従事者特別教育講習会
安全委員会

小堀安全副委員長　挨拶 加藤　久貴講師

・川本工業株式会社安全品質管理室副室長

・職長・安全衛生責任者教育講師

（リスクアセスメント研修）

・石綿取扱い作業従事者特別教育講師

＜加藤
かとう

久貴
ひさ き

講師のご紹介＞



－6－

（社）日本空調衛生工事業協会は5月26日（火）東
京の「帝国ホテル」で第61回通常総会を開催し、
20年度事業報告・会計決算報告、21年度事業計
画案･収支予算案などを審議するとともに、21年
度業界実践スローガン（別記）を決議しました。
次いで、第34期（平成21・22年度）役員の選

任が行われました。
なお、当工業会からは、川本会長、清水･山

本・中村副会長ほか役員5名が出席しました。

平成21年度　業界実践スローガン決議

われわれ空調衛生工事業は、快適空間の創出
と地球環境の保全を担う産業としての誇りを持
ち、優れた技術と品質の確保及び「顧客満足度
の向上」を最大の目的として、市場環境変化に
対応する経営改革に取り組むとともに、一致団
結して次のスローガンの実践にあたろう。

1．法令の遵守と企業の社会的責任を果たす事
業運営を徹底しよう

2．地球環境の保全、省エネルギー等に積極的
に取り組み、低炭素社会づくりに努めよう

3．空調衛生設備の重要性と「直接発注（分離
発注）」を強くアピールし、「機械設備一式
工事」の実現を目指そう

4．適正な価格・工期での受注を推進し、品
質・安全と適正な施工体制の確保に努めよ
う

5．未来を担う技術者・技能者の確保・育成と、
業界の地位向上に努めよう

以上決議する。

平成21年5月26日
社団法人　日本空調衛生工事業協会
第 61  回　通 　 常 　 総 　 会

（社）日本空調衛生工事業協会　第61回通常総会
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2 月定例理事会
平成21年2月13日（金）午後2時から第438回定例

理事会が開催されました。
その議事事項の要旨は次のとおりです。
1 ．平成21年度収支見通し、事業方針並びに予
算編成方針（案）について
中村副会長兼総務委員会委員長から、大橋

専務理事に対して、平成21年度収支見通し、
事業方針並びに予算編成方針（案）について資
料説明が求められ、専務理事が資料により説
明を行い、原案のとおり承認されました。
2 ．第42回定期総会までのスケジュール（案）につ
いて
中村副会長から、大橋専務理事に対して、

第42回定期総会までのスケジュール（案）につ
いて資料説明が求められ、専務理事が資料に
より説明を行い、協議の結果、原案のとおり
進めることで承認されました。
3 ．平成22年新年賀詞交換会について
大橋専務理事から、当工業会の平成22年新

年賀詞交換会は、他の友誼団体の予定と重な
らない平成22年1月15日（金）午前11時から、ホ
テル・ニューグランドで開催することとした
い旨の発言があり、承認されました。
4 ．受動喫煙防止条例に係る工業会への協力依
頼について
大橋専務理事から、神奈川県保健福祉部健

康増進課から依頼のあった、受動喫煙防止条
例に係る当工業会の協力について、資料によ
り説明を行い、協議の結果、同条例の規則等
詳細が判明した時点で、専門技術者を紹介で
きるか検討をすることで了承された。

3 月定例理事会
平成21年3月13日（金）午後2時から第439回定例

理事会が開催されました。
その議事事項の要旨は次のとおりです。
1 ．平成20年度収支決算見込みについて
中村副会長兼総務委員会委員長から、大橋

専務理事に対して、平成20年度収支決算見込
みについて資料説明が求められ、専務理事が
資料により説明を行い、了承されました。

2 ．平成21年度各委員会事業計画（案）について
中村副会長から、大橋専務理事に対して、

平成21年度各委員会事業計画（案）について資
料説明が求められ、専務理事が資料により説
明を行った後、原案のとおり承認されました。

4 月定例理事会
平成21年4月10日（金）午後2時から第440回定例

理事会が開催されました。
その議事事項の要旨は次のとおりです。
1 ．第42回定期総会提出議案について
中村副会長兼総務委員会委員長から、大橋

専務理事に対して、第42回定期総会議案書案
について資料説明が求められ、専務理事が資
料により説明を行い、審議の結果、承認され
ました。
2 ．第42回定期総会等の運営について
中村副会長から、大橋専務理事に対して、

第42回定期総会等の運営について資料説明が
求められ、専務理事が資料により説明を行い､
了承されました。
3 ．日空衛通常総会の出席者について
大橋専務理事から、平成21年5月26日（火）午

後3時から帝国ホテルで開催される日空衛通常
総会に、出席予定者として、あらかじめ会長
から指名のあった、正副会長、各委員長、専
務理事の出席をお願いしたい旨の発言があり、
了承されました。

5 月定例理事会
平成21年5月15日（金）午後1時20分から第441回

定例理事会が開催されました。
その議事事項の要旨は次のとおりです。
1 ．第42回定期総会等の運営（確認）について
大橋専務理事から、資料により、第42回定

期総会等の運営について確認があり、了承さ
れました。
2 ．役員候補者及び会の執行体制について
川本会長から、役員の改選に伴う役員候補者

及び会の執行体制（案）について提案があり、出
席者全員がこれを承認しました。

定例理事会議事報告（2月・3月・4月・5月・6月）
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新役員選出後の第1回理事会
平成21年5月15日（金）午後3時3分から第442回理

事会が開催されました。
その議事事項の要旨は次のとおりです。
1 ．新会長、副会長、専務理事の選出について
議長の鈴木理事から提案することについて承

認を得た後、議長から次のとおり提案した結果、
提案のとおり決定しました。
提案内容
会　　長　川本　守彦　川本工業株式会社
副 会 長　清水　利治　株式会社ミノル設備工業
副 会 長　山本　正寿　山本電気水道株式会社
副 会 長　中村　　章　高砂熱学工業株式会社
専務理事　大橋　康弘　社団法人神奈川県空調衛生工業会

6月定例理事会
平成21年6月19日（金）午後2時から第443回理事

会が開催されました。
その議事事項の要旨は次のとおりです。
1 ．公立工科・工業高等学校現場実習生の受入
れについて
大橋専務理事から、資料により、本年度は

藤沢工科高等学校総合技術科第2学年約35名の
実習生を会員企業4社が受け入れに協力したい
旨の説明があり、了承された。

●理　　事（21名）

●委 員 会

●監　　事（3名）

●相 談 役（3名）

会 　 長
副 会 長
副 会 長
副 会 長
専務理事
委員会担当理事

川 本 守 彦
清 水 利 治
山 本 正 寿
中 村 　 章
大 橋 康 弘
理事（各委員会正副委員長）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

＜特命事項＞

＜企画政策・研修・渉外担当＞

＜総務・財務・情報・技術・安全担当＞

＜兼事務局長＞

2 ．行事日程について
大橋専務理事から、次の行事日程について

説明があり、了承された。
（1）7月定例理事会　7月10日（金）午後4時30分～

箱根「湯本富士屋ホテル」
（2）第43回定期総会　平成22年5月14日（金）

ロイヤルホールヨコハマ
3 ．平成22年度「県」・「横浜市」への予算要望
書について
中村副会長兼総務委員会委員長から、大橋

専務理事に対して、平成22年度「県」・「横浜
市」への予算要望書の内容について、資料説
明が求められた。
専務理事が、県への要望書については5月の

理事会で既に報告をさせていただいたが、企
画政策委員会で要望内容の一部を現状に合わ
せ修正した旨、また、横浜市への22年度要望
内容については、企画政策委員会で検討をし
ていただき、21年度要望内容を大幅に修正し
た旨資料により説明を行った。
川本会長から、本要望書の内容を神奈川県

議会並びに横浜市会の各政党議員団へ要望す
るとともに、同趣旨で神奈川県並びに横浜市
の行政当局へも申し入れをする旨の説明があ
り、了承された。

会の執行体制

川 本 工 業 （株）

（株）ミノル設備工業

山本電気水道（株）

高砂熱学工業（株）

（社） 神 空 衛

妹 尾 義 孝
小 菅 政 義
奥 津 　 勉

大須賀　　　洋
五十嵐　一　喜
堀　口　春　雄

（ ）

（ ）

（
）

（ ）

（ ）

（ ）

興 信 工 業 （株）

東京ガスエネワーク（株）

公 認 会 計 士 ・
税理士奥津勉事務所

（株） 光 電 社

日 宝 工 業 （株）

東 海 氣 熱 （株）

委員会名
総　　務
財　　務
企画政策
渉　　外
研　　修
情　　報
技　　術
安　　全

委員長（理事）
（兼）中村　章（高砂熱学工業（株））
築地正明（（株）光 電 社）

（兼）山本正寿（山本電気水道（株））
有井　清（（株）ヨ コ レ イ）
鈴木　守（日宝工業（株））
佐藤正彦（正和工業（株））
大内俊英（文化興業（株））
堤　充永（三機工業（株））

山根博正（山 羽 工 業（株））

三澤　隆（三 沢 電 機（株））

東軒嘉臣（熱研プラント工業（株））
石田　創（エルゴテック（株））
中村憲一（新菱冷熱工業（株））
松竹　眞（（株）朝 日 工 業 社）
小堀　創（興 和 工 業（株））

副委員長（理事）
山本和夫（須 賀 工 業（株））

小畑　徹（ダ イ ダ ン（株））

関　眞竹（東 洋 熱 工 業（株））

副委員長（理事外）

古屋重行（川 本 工 業（株））

奥田真三（新菱冷熱工業（株））
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どどどどううううぞぞぞぞよよよよろろろろししししくくくくおおおお願願願願いいいいししししまままますすすす
理　事　石田

いしだ

創
はじめ

エルゴテック株式会社
昭和32年1月18日生まれ
関東学院大学工学部卒業
平成17年6月取締役副社長執行役員
趣味　野球、サッカー、ゴルフ

（五十音順）

新 役 員 紹 介

◎平成20年度麻雀大会
渉外委員会主催の麻雀

大会が、平成21年3月13
日（金）に麻雀荘「紫」に
おいて16名が参加して行
われました。成績は次の
とおりです。

優　　勝　　亀卦川善治〔相模設備工業（株）〕
準 優 勝　　大久保　勉〔斎 久 工 業（株）〕

優　　勝　　石田　　創〔エルゴテック（株）〕
準 優 勝　　山本　　学〔（株）山武ビルシステムカンパニー〕
ベストグロス賞 関　　眞竹〔東洋熱工業（株）〕

◎平成20年度後期ボウリング大会
渉外委員会主催の後期

ボウリング大会が、平成
21年3月3日（火）に若葉ハ
イランドレーンにおいて
21名が参加して行われま
した。上位入賞者は次の
とおりです。

優　　勝　　西村　純一〔川 本 工 業（株）〕
準 優 勝　　赤池　一記〔（株）城 口 研 究 所〕
ハイゲーム賞 小松　信幸〔（株） 小 松 工 業〕

◎平成21年度前期ゴルフ大会
渉外委員会主催の前期

ゴルフ大会が、平成21年
5月29日（金）に横浜カント
リークラブにおいて33名
が参加して行われまし
た。上位入賞者は次のと
おりです。

優 勝　亀卦川　善治氏
〔相模設備工業（株）〕

優 勝　西村　純一氏
〔川本工業（株）〕

優 勝　石田　創氏
〔エルゴテック（株）〕

平成21年度「前期ゴルフ大会」参加者の皆様

親 睦 会 報 告
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◎事業所責任者変更
・新日本空調株式会社（変更月平成21年3月）
新　横浜支店長　荒川　哲男
旧　横浜支店長　米山　秀人

・中央設備エンジニアリング株式会社（変更月平成21年4月）
新　横浜支店長　中野　宏隆
旧　横浜支店長　川村　文平

・株式会社日　設（変更月平成21年4月）
新　横浜営業所長　田中　貫造
旧　横浜営業所長　原　　勝己

・株式会社協和日成（変更月平成21年4月）
新　神奈川支店長　近藤　孝次
旧　神奈川支店長　秋山　利夫

◎事業所責任者・事業所所在地変更
・株式会社三晃空調
事業所責任者変更（変更月平成21年2月）
新　横浜支店長　柳　　　誠
旧　横浜支店長　佐藤　紀男

事業所所在地変更（変更月平成21年5月）
新　〒231－0007
横浜市中区弁天通4－59
（横浜弁天通第一生命ビルディング2階）
Tel 045－222－4501 Fax 045－681－2669

旧　〒220－0004
横浜市西区北幸1－11－15（横浜STビル5階）
Tel 045－317－5771 Fax 045－312－6011

◎所在地変更
・斎久工業株式会社（変更月平成21年4月）
新　〒221－0835
横浜市神奈川区鶴屋町2－23－2

（TSプラザビル5階）
旧　〒221－0835
横浜市神奈川区鶴屋町2－23－2

（TSプラザビル4階）

会 員 消 息

◎代表者変更
・神奈川日立空調株式会社（変更月平成21年4月）
新　代表取締役　井上　雅春
旧　代表取締役　堀内　孝俊

・TOTO株式会社 横浜支店（変更月平成21年4月）
新　支社長　大前　博昭
旧　支社長　廣畑　向一

・株式会社 山武ビルシステムカンパニー 横浜支店
（変更月平成21年4月）

新　支店長　杉原　真人
旧　支店長　田村　春夫

◎代表者（役職名）・事業所名・事業所所在地変更
・東洋バルヴ株式会社 東日本営業部 東京営業所

（変更月平成21年4月）
代表者（役職名）変更
新　ライン長　外川　永喜
旧　所　長　外川　永喜

事業所名変更
新　東日本営業部　東京営業所
旧　横浜営業所

事業所所在地変更
新　〒103－0013

東京都中央区日本橋本人形町3－8－1（TT－2ビル）
Tel 03－3249－5312 Fax 03－3249－5301

旧　〒231－0011
横浜市中区太田町1－4－2（関内川島ビル201）
Tel 045－671－5450 Fax 045－671－5474

《正会員》 《賛助会員》

建設団体8団体が協賛して設置した
Y150 トゥモローパーク内のパーゴラ
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『全国安全週間』ポスター（2枚）を正会員に配付しました。（安全委員会）
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4月28日より横浜開港150周年記念・開国博Y150が開催されている横浜エリアでは、連日多くの観光
客が訪れ賑わいをみせています。
横浜では開港された1859年（安政6年）から、50年ごとに開港イベントを開催してきました。今年は

その3回目となります。
50周年の年（明治42年）には開港記念横浜会館（現・横浜市開港記念会館）を、そして100周年の年

（昭和34年）には今年リニューアルオープンした横浜マリンタワーが建てられました。しかし150周年
にあたる今回は、大きな建物いわゆる「ハコモノ」を造っていません。私たち建設業に携わる者にし
てみれば少し寂しいですが、「カタチ」よりもみんなの「キオク」に残るイベントになればいいと思い
ます。
開国博Y150は、横浜の街を「ベイサイドエリア」、「ヒルサイドエリア」、「マザーポートエリア」の

3地区に分け、“横浜らしい魅力・歴史・未来”を詰め込み、横浜の素晴らしさを多くの人に体感して
もらえるような祭典になっています。この3地区は「海」、「街」、「山（自然）」という、横浜そのもの
を肌で感じ、街の心地良さを実感できるエリアです。
ぜひこの機会に、出かけてみてはいかがでしょうか。
そして私たちも、これをきっかけに“建設業の魅力”、“未来の建設業”を一気に全国へ発信して盛

り上げていきましょう。
＊開国博Y150は9月27日まで開催されています。

（J. N）

編 集 後 記
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